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平成26年3月12日

審査会合資料再掲匿蕊鰯

○内閣府の｢南海トラフの巨大地震モデル検討会｣において,南海トラフでは,最大クラスの津波波源モデル(Mw9.1)が設定されている
が,審査ガｲドにおいて,rこの海域のテクトニクス的背景は2004年スマトラ島沖地溌と類似していることから,津波波源の領域は，
南海I,ラフから南西諸島海溝まで含めた領域が対象｣と記載されている。

○このことを踏まえ,2004年ｽﾏﾄﾗ沖地震をはじめとする世界の超巨大地震の発生地域においてL埋唾空蝉雲逹力這MZ上－t
境界面の固着域｣に着目した分析を行い,その科学的･技術的知見等に基づき,南海ﾄﾗﾌ～南西諸島海溝(以降,「琉球海溝｣とい
う)において,不確かさを考慮した津波波源を想定するとともに,琉球海溝に関する知見の収集状況を踏まえ,認識論的不確実さを
補う観点(想定外の事象を無くす観点)から,津波評価を実施することとした。

||･南海ﾄﾗﾌ～琉球海溝での分析一
,【固着域に関する分析】

○世界の超巨大地震の発生地域において,「プレート境界面の固藩域｣に’
着目した分析を実施
○その科学的｡技術的知見に基づき,南海トラフ～琉球海溝での固藩域
を評価

【破壊伝播の検討】

|繍鶏辮篭窯造的境界に関する知見の分析結果繕加え’

海溝

本海溝

原海調

プレート間地罷に起因する津波波源の対象領域(審査ガｲド）

津波評価一

【波源の設定】
○認識論的不確実さを補う観点から護源を設定
（種子島東方沖から奄美群島太平洋沖(南部)まで
の断酒が連動する津波波源(Mw9.0)を考腫）

【津波計算】
○数値シミュレーションにより,津波計算を実施｡敷地
への影饗を評価

固殖域

卜大陸のプレート

録≦瀕諄?y=寵

プレート境界面の固藩域の模式図
(津波の辞典(朝倉書店)を基に作成） 25
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審査会合資料再掲

○r南海トラフ～琉球海溝での分析｣の結果,各領域内の固着域による破壊の大きさは,各領域の大きさに比べ,十分小さいと考えられる
ものの,安全評価上の観点から,領域内にある複数の固蒲域が連動破壊することにより,領域全範囲がスケーリング的に砿壊する場合
を想定するとともに,琉球海瀧に関する知見の収集状況を踏まえ,認識論的不確実さを補充する観点(想定外の事象を無くす観点)か
ら,以下のとおり津波波源を設定することとした。

’

’

[疏球海溝〕

固着域の分析結果を踏まえると,各領域内における最大規模の固着域による破壊範囲は各領域の大きさに一‐‐一‐’比べ十分小書いものの｡不確か識考慮し‘領域内の複数の固藩域が連動破壊することにより,領域室範囲◆｜鮒磯鰡l』
がスケーリング的に破壊する場合を想定する。
’一一一一ー一･･､－－－－‘--.-.--.-.--.,..－－．－‐－－.一一一一・・・・一一一一一ー－－－－－．．.'－－－－－－－－．口･一一･一･－－－－．-.ーー一一一ー･ﾛ･･~･ーーーーー一一一ー一･･･ー･'･･－ー一一一‘ー.~..~‐ーー.一･･･－1

1 （不確かさとして考麗した知見）『
！。東北地方太平洋沖地震では,想定されていなかった海溝軸付近(浅部)での固着域が破壊し,海溌軸付近で大きなすべりが観測された
！→琉球海溝内の固着域は,小規模ではあるものの,海溝軸付近(浅部)に存在する可能性がある。；：
｜・海溝軸付近のすべり量は津波の大きさに与える影響が大きい
’→海溝軸付近での固澄域については,十分安全側に取り扱うべきと考えられる。’－－－－園"－－－－．－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－－－－－－.＝－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ローーーーーー一再再一一・＝一一一一－－－－－－－－1，

更なる安全性の検討↓

(不確かさとして考麗した知見）
･東北地方太平洋沖地震では,想定されていなかった海溝軸付近(浅部)での固着域が破壊し,海溌軸付近で大きなすべりが観測された
→琉球海溝内の固着域は,小規模ではあるものの,海溝軸付近(浅部)に存在する可能性がある。

･海識軸付近のすべり量は津波の大きさに与える影響が大きい
→蒋認帥付折での問藩域については.十分審全側に取り扱うべきと考えられる。

Mw8‘7～8.9の

地醗を想宗

以下の通り,更鯆安全評価上の観点から,科学的･技術的知見に基づく想定綱える津波波源椴定｡＊i副鰯雲］･海溝軸付近での固着域が,東北地方太平洋沖地震レベルの大きさ※で破壊する場合を想定

※獺溌潔鶴譲騨蝋鮒蕊蕊繍認識9｡）
レベルの大きさを想定

轡間蒲域○非固着域
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断漏の長さ

断遍の幅

平均すくり量

すべり量の不均一

破壊機式

断酒の長さ

各領域の全長と設定

南海ﾄﾗﾌと同等の深さに対応する断掴幅を設定

巨大地麓のばらつきを考慮

大すべり域の面謂を最大とし,安全側の位置に設定

破壊開始点等を安全侭に設定

Mw9,0の地駕に対応する断層長さと設定

ロ

Ⅱ

1
1

D■

．’琉球海溝での破壊ｲメージ
鍵』 考慮した不確かさと知見に基づく想定を超える設定

’,’
〔南海卜ラフ］

南海トラフでの津波は,内閣府の想定ケースのうち最も安全側のケースを代表とした｡(津波評価実施済み）
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審査会合資料一部修正

【考慮する知見など】【考え方．方針】

’
｜

’

対象とする活断層は中央構造線断層帯と別府一万年山断層帯
→400kmを超える長大断層

地震規模は武村(1998)を用いた鮮価を基本とする

し
ロ、

一」

’
Ｉ
’ 長大断層は長さ80～100km程度で,平均すくり量が3～5mに飽和する篭

武村(1998)のデータベースで最大の断層長さは85km
〆

、

V
I

’
かつすべり量の飽和を考慮して
することは適切ではない

長大断層であるため,外挿
いない武村(1998)を全長

となり，

に適用
単一の長さが断層幅の
それぞれから発生する

｢活動範囲｣の長さが断層幅の4倍を超える場合には，

ｉ
ｌ
Ｉ、

｢地震規模想定区間｣の組合せを設定し，－4倍を超えない〆
寅
Ｊ
一
Ｆ |地震の規模を個別に評価したうえで‘それらの地震のﾓーﾒﾝﾄ量の和をもってi当該｢活動範囲｣の地震の規模とする。

’
｢地睡規模想定区間」を設定して地露規模を評価する。
(概ね80kmを超えない範囲でr地屡規模想定区間｣を設定する）

’
’地震学･地質学的には,別府湾一日出生断層帯(東部)と敷地前面海域の断層
群の間で地震環境が異なり,セグメント境界と評価できる。

く

別府湾一日出生断層帯(東部)と四国の中央構造線断層帯は力スケードモデル
が支持される。

；
｜
Ｉ

一

し、
伊予セグメントと敷地前面海域の
’

断層群をあわせた87kmを

「地麓規模想定区間』として取り扱う。

伊予ｾグﾒﾝﾄ･敷地胴海域｜別府-呼断鵬
↓ 芯

伊予セグメント･敷地前面海域のす別府-万年山断層帯につ
くり量は約7～8mとなり,長大断いては,後述のとおり，
層のスケーリング則に照らして保守1596年艇長豊後地霞の
的な評価となっている。痕跡を良好に再現している
また,伊予断層や川上断層の1回大分県(2013)を参考にし
あたりの変位蚤2～4mよりも保守て波源モデルを設定するこ
的な設定となっている。とと する。

｜’

'別府湾一日出生断層帯｜｜/涯姉層の長期軸壬蜘報告
I(東部)は慶長豊後地震歴史地震など直接的な観察記録がある場

一で活動し,津波の痕跡く一一合を除いて,従来通り,この経験式(武村，
記録が残っている。1998)を用いて地震規模を推定する。

地霞規模想定区間の設定

←

I
←qー

【伊予セグメント】
33km

【敷地前面海域】
54km

【別府-万年山断暦帯】
大分県(2013)を基に設定

39
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○別府湾に想定される海域活断層は,前述のとおり大分県(2013)の断層パラメータを基に,より安全側となるよう地震規模及びすべり
量を変更した｡敷地前面海域の断層群及び伊予セグメントは,基準断層モデルに対して断層傾斜角及びすべり角を±10度変化させる。

赤字:基準断眉モデル

すべり量(m)用性率(N/m2) 傾斜角(度） すべり角(度） 憂さ(km) 幅(km) MO(N･m)断■名 MW

北80

90

南80

師
一
町
一
町

15．2 7．61

7．61

7．61

3.27E+20

3.27E+20

3.27E+20

7.49
-

7．59
敷地前面海域の断眉群

十

伊予セグメント

170

180

190

15．0
■■■■■■■■■■■■

15．2

3.3E+10

7．49
－

すべり通(m)閉斜角(度） すべり角(度） 長さ(km) m(km)
－

15．00

MW MO(N･m)用性率(N/m2)断■名

7.2419.11E+1915．30岬
一
躯
一
脚
一
岬
一
率
一
麺

豊予海峡

別府地溝南録

3.3E+10 細
一
却
一
却
一
却
一
如
一
釦

90
－

北75

15．53 7．15 6_67E+19 3．33泌
凧
一
諦
蔬

3.3E+10

6.37
－

3.18

15．53
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

15．53

7.34E+19

3.34E+19
7．29別府湾断■譜 3.3E+10

F-F'断面 G--G',H･-H'断面D-D',E-E'断面A-A',B-B',C-C|･断面

舐，

2km
一 一 一 一 一 一 ｰ

厩 爪爪
一基準断届モデル

ー糎路パラメータスタディモデル
一一一

15km
一一一一一一一

15km]5kuL_____.h___151<m
－－－1■■一一

15km
一ー－－，－－ ｰ一一一一 一一ー一一ーー

北B0度90度南B0度90度北75度 面75度

‐ む つ

曇､息.,＆ 兇令ﾜ． 010203040501m
・・~屋ロニーーー．‘一一一一一一､－－．？．．基準断洞モデル 急學1
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○概略パラメータスタディ結果のうち最大水位上昇ケース及び最大水位下降ケースそれぞれについて,断層傾斜角及びすべり角をさらに
±5度変化させる。

赤字:鮮細パラメータスタディにおける基本ケース（概略パラメータスタディ結果のうち最も厳しいケース）
■ ■

M(km) MO(N･m) すべり量(m)隠性率(N/m2) 傾斜角(度） すべり角(度） 長さ(km) MW断掴名

擁
一
》
｜
癖
耐
一
榊
一
癖
一
獅
砺

師
一
師
一
町
一
町
一
町
一
町
一
師
一
町

輝
一
煙
一
蜘
一
岬

祠
一
祠
一
祠
一
洞
一
加
一
祠
一
洞
一
耐

3.27E+20

3.27E+20

3.27E+20

3．27E+20

3.27E+20

3.27E+20

3.27E+20

3_27E+20

獅
一
和
一
面
一
種
一
面
一
獅
一
伽
一
面
一

165

170

175

水位
上昇側

3_3E+10

敷地前面海減の断層群
＋

伊予セグメント
15．0
－

15．5185

190

195

水位

下降側
15．2
－

15.0

3.3E+10

すべり量(m)m(km) MO(Nom)餌斜角(度） すべり角(度） 長さ(km) MW雨性率(N/m2)断■名
E

7.2419.11E+1915.30岬
一
率
一
輝
一
坤
一
鐸
痂

15.00豊予海峡 3.3E+10 90
－

北75

函
一
却
一
却
一
却
一
却
一
伽

715 6.67E+19 3．33別府地溝南緑 癖
一
維
一
扉
一
癖

15．533.3E+10

7.34E+19
-

3.34E+19

6.37
-

3.18

15．53
－

15.53
7－29別府湾断層帯 3.3E+10

慨略バﾗﾒｰﾀスタディ結果のうち着目地点｢T/B痩水器取水先蝋｣｢放水口」における透も厳しいケース
侭略バラメータスタデイ結果のうち着目地点「敷地前面」「補機冷却海水取水口」における透も厳しいケース

※北傾斜80度
90度

孝一
UCNDEN
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